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(1) 	 （昭和33年9月相日第3種郵便物認可） 市 政 ニニ ユ ー ス 	 昭和如年 7 月 15日 

問題の多い3歳児 ―一 

	 検診で健全tこ 

3 才児は、身体発育および精神発達の面からも

つとも重要な時期にあります0 医師と歯科医によ

つて総合的な健康診査をおこないます。またこま

かい指導もいたします、ぜひ、 うけてください 

◇対象者 

昭和36年4月2日から37年4月1日までに生まれた 

赤ちゃん0 かならず母子手帳を、ご持参ください 

◇期日と場所 

地 区 月 日 時 間 場 	所 

五所川原 7 口l0ロ m七一つ0七 「一司ニm固IロI0t h 景Ill Ill需 7 月円日 1時～3時 五所川原保健所
小 

長 橋 7 月20日 10時-12時 長橋診診所 

栄 	7 月21日 1時～3時 栄 支 所

七 和 7 月22日 1時～3時 羽野木沢小

松 島 7 月23日 1時～3時 松 島 支 所 

毘 沙 門 7 flりに亡 T 1 I土一つ4七 田 こII、 H月 II'. 皆 I-i, 暑 7 月26日 1時～7時 毘 沙 門 小 
長 	富 	‘ノ」_MF4 	I "W 

中 川 7 月27日 1時～3時 中川診療所

飯 詰 7 月28日 1時～3時 飯 詰 支 所

梅 沢 7 月29日 1時～2時 梅 沢 支 所

三 好 7 月30日 1時～3時 旧 三 好 診 

◇都合のよい場所で、うけても結構です 

毎月5. 15 .25日 発行第146号 一部2円 

発行所 五所川原市役所 印刷所 青森民友新聞社 

川 原 市 広 報 
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家
庭
教
育
の
一
助

に
 

ク
学
校
教
育

目
標
ク

贈
る
 

青
少
年
を
社
会
の
弊
害
か
ら

守
り
、
明
る
く
健
や
か
に
成
長

し
て
も
ら
う
こ
と
を
念
願
に
、
 

当
市
で
は
、
入
戸
市
に
つ
い
で

四
月
一
日
、
青
少
年
室
を
開
設

し
ま
し
た
が
、
去
る
六
月
二
十

一
日
、
一
六
〇
人
の
青
少
年
室

協
力
員
を
委
嘱
し
、
事
務
所
を

市
民
文
化
会
館
に
設
け
、
本
格

的
な
業
務
を
は
じ
め
ま
し
た
。
 

ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
新
し
く

婦
人
補
導
員
と
し
て
、
渋
谷
せ

つ
子
、
一
戸
智
子
さ
ん
の
二
人

が
五
所
川
原
警
察
署
に
配
置
さ

れ
、
席
を
青
少
年
室
に
置
き
協

力
員
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
青
 

（
写真
H
上

…
青
少
年
室
協

力
員
の
辞
令
交
付
、
下

ー
五
所

川
原
警
察
署
に
配
置
さ
れ
た
婦

人
補
導
員
）
 

仙
庭
栄
八
氏
の

勲
五
等
双
光
旭
日

章
受
勲
祝
賀
会
は

市
長
と
議
長
が
音

頭
を
と
り
、
七
月

五
日
市
民
文
化
会
 

市
教
育
委
員
会
で
は
、
五
所

川
原
市
学
校
教
育
目
標
を
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
定
め
、
学
校
お
よ

び
家
庭
教
育
を
通
じ
て
、
実
行

し
て
い
た
た
く
た
め
、
近
日
中

に
、
市
内
の
全
家
庭
に
対
し
、
 

「
学
校
教
育
目
標
」
を
贈
る
計
 

〇
基
本
目
標
 

わ
た
し
た
ち
は
り
っ
ば
な
市

民
と
な
る
た
め
に
 

△
自
分
の
い
の
ち
を
大
切
に

す
る
と
共
に
、
他
人
の
い
の
ち

を
も
大
切
に
す
る
。
 

△
み
ん
な
の
中
の
ひ
と
り
と

し
て
、
よ
い
事
は
進
ん
で
実
行

す
る
。
 
 

館
に
、
約
一
四
〇
人
が
集
ま
り

盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
 

（
写真
…
祝
賀
会
で
の
仙

庭
氏
）
 

画
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
配

布
に
な
り
ま
し
た
ら
、
家
庭
内

の
よ
く
見
え
る
場
所
に
は
っ
て

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
大
事

な
家
庭
教
育
の
一
助
に
し
て
く

だ
さ
い
。
 

△
も
の
ど
と
の
す
じ
み
ち
を

考
え
、
自
分
の
力
で
工
夫
す
る

△
こ
と
ば
づ
か
い
に
気
を
つ

け
、
進
ん
で
本
を
読
み
、
美
し

い
も
の
を
求
め
、
心
豊
か
な
人

に
な
る
。
 

△
は
た
ら
く
こ
と
の
意
味
を

考
え
、
仕
事
を
と
お
し
て
、
世

の
中
に
役
立
つ
人
に
な
る
。
 

少
年
の
健
全
育
成
と
補
導
の
任

に
あ
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

青
少
年
の
非
行
問
題
は
、
社

会
の
大
き
な
課
題
と
し
て
、
世

論
を
に
ざ
わ
し
て
お
り
、
当
市

も
、
 旧
三
市
に
つ
い
で
、
青
少

年
の
非
行
が
め
だ
っ
て
い
ま
す

全
市
民
が
、

一
致
協
力
し
て
こ

の
難
問
題
を
解
決
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
 お
困
り
の
こ

と
や
、
青
少
年
の
善
導
に
役
立

つ
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に

青
少
守
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

青
少
年
室
が
開

設
 

青
少

年
の
善
導
に
ご

利
用
を
 

仙庭氏の受勲祝賀会 

五
所

川
原
市
学

校
教
育

目
標
 



(2) ス 

「
宅
地
内
を
従
横

に
 

走
る
道
路
工
事
」
 

コ． 市 	政 昭和40年7月15日 

「
団
地
の
中

心
を
流
れ
る
水
路
 

…

一
」
の
両側
が
緑
地
帯
と
な
る
」
 

鷺麟麟 



市 (3) ス 	 昭和40年7 月巧日 

'I;fl1'1●r長”育r旨7lIci.だJ丁,~z" 

h、望、、唯L、，、vh、：c氏、、喝L、、晦、，裏、世い 

皿x訟ニAニ~慨x魚■’左x,x‘いさりき Wi、 

"’シ製’~，ンz、些！乙少潟肥乙どz，’ン忌“' zでら 

麟賓購麟総激麟 
今春の天候不順と、鎌谷橋の破損により、工事のお

くれが心配されていた、団地造成工事は、その後、急 

ビツチで進み、予定どおり 8 月末日竣工の見込です。 

すでに、水道管、下水道管など、地下埋設工事もほと

んど終り、道路工事、宅地区画割、地ならし工事など

ようやく住宅地としての形態を整いてきました。 

昭和40年度から新しく設けられた、勤労者のための

分譲住宅や」一般宅地分譲の募集も、 8 月 1 日から実

施する予定です。 

「
幹
線
二
号

に
か
か
る
橋
け
た
 

取
り
付
け
工
事
」
 

「
三
号
橋

の
工
事
も
順
調
に
」
 

コ
ン
ク
リ
 
ト
打
ち

を
終
っ
た
橋
台

」
 

一1 

「
当
市
で

は
じ
め
て
の
 

下
水
道
工
事

」
 

翻
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鰯
 

秘
餓
 

糊
離
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滋
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鎌
 



申
告
所
得
税
第

一
期
分
の
 

納
税
は
、

七
月
三
十
一
日
 

（
土
）
ま
で
と
な
っ
て
お
 

り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
期
限
ま
 

で
お
忘
れ
な
く
完
納
し

て
 

く
だ
さ

い
。
 

税
務
署
 

付
の
受
給
権
を
有
す

る
者
が

い

な
い
場
合
で
す
。
 

く
わ
し

く
は
、
市
役
所
市
民

課
に
お
間
い
合
せ
く
だ
さ

い
。
 

新
農
家
台
帳
作
成
に
 

ご
協
力
く
だ
さ
い
 

市
農
業
委
員

会
は
、
新
農
業

家
台
帳
を
作

成
す
る
こ
と
に
な

り
こ
の
基
礎
調
査
の
た

め
、
農

業
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
調

査
員
が
、

み
な
さ
ん
の
と
こ
ろ

に
調
査
に
、
お
伺
い
い

た
し
ま

す
か
ら
、
完
全
な
農
家
台
帳
を
 

作
成
す
る
た
め
に
、
ご

協
力
く
だ
さ
る
よ
う

お

願
い
し
ま
す
っ
 

〇
 
目
的
 

①
新
し

い
農
政
の
基

本
方
向
に
即
応
し

た
農

業
経
営
の
近
代
化
を
は

か
る
た
め
の
計
画
上
の
 

基
礎
資
料
 

②
軽
油
税
、
そ
の
他
の

申
請

に
必
要
な
耕
作

証
明
書
、

お
よ

び
奨
学
資
金
借
入

申
請
に
必
要

な
収
入
証
明
書
な
ど

の
資
料

③
農
業
経
営
拡
大
の

た
め
の

農
地
取
得
、

維
持
資

金
な
ど

の

申
請
の
た
め

の
実
態
把
握
 

〇
調
査
期

間
と
調
査

の
時
点

①
調
査

期
間
…
八

月
一
日

ー
 

八
月
三
十
一
日
 

②
調
査
の
時
点
…
八

月
一
日

〇
調
査
対
象
農
家
 

農
耕
地
一
反
歩
以
上

の
耕
作

農
家
 

7 月ごみ処理日程 

大 通 り 	小 路

毎週水曜日定位畳定日集収 

19日 

2.20日 	 2日 

3.23日 	 8. 17. 24日 

5.24日 

第1 ．第3日曜日定位置定日集収 

毎週木曜日定置定日集収 

6.26日 	3.5. 19. 20日 

9.27日 	 6.24日 

10.30日 

12.31日 	 3,27.31日 12.31日 	 3.27.31日 

3. 27. 31日 

13日 	 7.26日 

16日 	 19日 

9. 10. 28日 

1.13日 

2.17日 

6. 12. 29 .30 H 
5.29日

毎週金曜日定位世定日集収 

17日 	 10.12日 

第1.3日曜日定位置定日集収

毎週水曜日定位胤定日集収 

名

町

町
町

町

町
町
 

島
 

井

井
井
 

幾

原
 

川

平

平

平

町
 

町

錦
柏

上
中

下
十
 
敷島町．雛田町 

旭
大

寺

岩

川
本

布
東
弥

鎌

新
柳
元
 

旭 	 町 

大 	 町 

寺 	 町 

新 	 町 

柳 	 町 

元 	 町 

田町 ‘ 栄町

平和町．千鳥住宅

さ つ き 町 

岩
 
木
 
町
 

川
 
端
 
町
 

本
 
町
 

布
 
屋
 
町
 

東
 
町
 

弥
 
生
 
町
 

鎌
 
谷
 
町
 

木

端
 
屋
 
生
谷
 

昭和如年 7 月 巧目 
	

市 政 ニ ユ ー ス 	 （4) 

一
？
「舞
醸
 

「
叡
「
」
麟
読
」

い
加
 

N
 弔
慰

の
意
を
表
し
て

特
別
弔
慰

窓
 
金
を
支
給
す
る

こ
と
に
な
り

ま
 

N
 し
た
。
 

「
り
競
携
難二
”
鵬
」

」
 

一鷺
難
灘
糾
 

務
扶
 
給
権
 

ぐ
 
日
 

陣
【
 

日
”
 

N
 去
い
た
し
、

罰
則
の
適

用
を
受

ぶ
 
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う

注
意
い
 

x
 

双
 

最
近
、
岩
木
川
堤
防
上

に
、
 

W
 阻
害
物

（
菜
、
堆
肥
、

木
枝
な
 

N
 ど
）
多
く
鳳
か

れ
て
い
る
よ

う

駅
 
で
す
が
、

こ
れ
は
非
常
時
態
 
（
 

醸
 
出
水
、
洪
水
、

火
災
な
ど
）
発
 

W
 生
時
の
対
策
に
大

き
な
支
障
と
 

N
 な
る
こ
と
は
も
ち
る

ん
日
常
の

邸
 
通
行
に
も
支

障
が
み
ら

れ
、

・ま

双
 
た
、
河
川
法
第
二
十

四
条
（
士
 

N
 地
の
占
用
の
許
可
）
違

反
に
と

邸
 
も
な
っ
て
、
刑
法
第
二
百
三
十

猷
 
五
多
の
二
が
適
用
に
な
り

ま
す
 

W
 か
ら
、
該
当
者
は
、

早
急

に
撤
 

、 

(7 月巧日～31日） 

〇稲 作・・・穂ばらみ期の深水かんがいに万全を期し

幼穂の保護につとめる・・・ 

① 7 月10日現在の生育測定では、平年なみの生育

を示しており、目下、幼穂形成期に入っているが、 

天候は予報通り不順で、障害が懸念されますので、 

今後の天候に注意して、低温の日には12cm程度の深

水として、幼穂の保護につとめる。 

② 葉いもち病の発生は、多発が予想され、7月2日

に初発を見ており、 7 月下旬後半から蔓延最盛期と

なる見込みですから、早期防除の徹底につとめる。 

③ ニカメイ虫も発が量は、やや多目となる見込み

で、防除は、出穂10日前と出穂期にかけての 2回撤

布をおこなう0 とくに不順天候によつて、発生がず

れることも予想されますので穂揃期の撤布も考慮し

今からその準備を考える必要がある0 

〇りんご 

斑落病には、10日毎に6-12式ボノ‘ドー液を、 8月末

日まで散布し、防除につとめる。 

斑落防除のためには、ポルドー液の濃度が高いほど

効果が高い。とくに、 6-12式ポルドー液では効果

も高く落葉も少ない。 

（農業改良普及所） 
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